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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御する画像再生装置であって
、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御手段と、
　を有することを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記レジューム情報に基づかずに特定される画像は、前記動画像ファイルのサムネイル
画像であることを特徴とする請求項１に記載の画像再生装置。



(2) JP 4717762 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記レジューム情報に基づかずに特定される画像は、前記動画像ファイルの先頭フレー
ムの画像であることを特徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項４】
　前記レジューム情報に基づかずに特定される画像は、前記動画像ファイルの代表画像と
して記録されている画像であることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の画
像再生装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記表示手段に、前記レジューム情報のある動画像ファイルの、
該レジューム情報に基づかずに特定される画像が表示されているとき、前記連続送り操作
が解除されると、前記表示手段の表示を、該動画像ファイル内の、該レジューム情報によ
って特定される画像に切り替えるように制御することを特徴とする請求項１乃至４の何れ
か１項に記載の画像再生装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記表示手段に前記レジューム情報のある動画像ファイルの、該
レジューム情報に基づかずに特定される画像が表示されているとき、ユーザからの操作に
応じて、前記表示手段の表示を、該動画像ファイル内の、該レジューム情報によって特定
される画像に切り替えるように制御することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に
記載の画像再生装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、単一の操作部材に対して行われる操作方法の違いで前記個別送り操作
と、前記連続送り操作の何れかが行われたか否かを判定することを特徴とする請求項１乃
至６の何れか１項に記載の画像再生装置。
【請求項８】
　前記判定手段は、前記表示手段の表示が切り替えられる際に、切り替えの前から継続し
て前記単一の操作部材が操作されている場合に、前記連続送り操作であると判定すること
を特徴とする請求項７に記載の画像再生装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、前記動画像ファイル内の、前記レジューム位置の情報によって特
定される画像が前記表示手段に表示されている際に、前記動画像ファイルの前記レジュー
ム情報が示す位置を表すバーを、同時に表示するように制御することを特徴とする請求項
１乃至８の何れか１項に記載の画像再生装置。
【請求項１０】
　前記複数の画像ファイルは、動画像ファイルと静止画像ファイルとを含むことを特徴と
する請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項１１】
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御する画像再生装置の制御方
法であって、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定工程で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御ステップと、
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　を有することを特徴とする画像再生装置の制御方法。
【請求項１２】
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御するコンピュータを、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御手段と、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御するコンピュータを、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御手段と、
　として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画像ファイルを再生する画像再生装置及び画像再生装置の制御方法、プロ
グラム、及び記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されているように、再生すべき動画像タイトルを再生する場合、再生
されたレジューム情報を含む動画像再生情報により、画像再生装置を制御することが可能
である。すなわち、レジューム情報の有無により、途中から再生すべき動画像タイトルか
、又は先頭から再生する動画像タイトルか否かを判断することが可能である。この場合、
途中から再生すべき動画像タイトルであれば途中から動画像タイトルの再生を開始し、そ
れ以外は動画像タイトルの先頭から再生することになる。
【特許文献１】特開２００４－３２３７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、レジューム情報を含む動画像再生情報のみにより途中から再生すべき画
像か先頭から再生する動画像タイトルかどうかを判断してしまうと、同じ動画像ファイル
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であっても、再生情報があれば常に前回の停止位置により再生される。そのため、特定の
動画像ファイルを検索する場合は検索が行いずらい。また、高速に画像ファイルを送りな
がら再生させる場合は、動画像ファイルから最後のフレームを検索して再生させるのに時
間がかかり、操作感が悪くなる。
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、動画像ファイルの検索が容易な動画像ファイルの再生装
置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本願の実施形態に係る画像再生装置は、
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御する画像再生装置であって
、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御手段と、
　を有することを特徴とする。
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本願の他の実施形態に係る画像再生装置の制御方法は、
　複数の画像ファイルの画像を表示手段に表示するように制御する画像再生装置の制御方
法であって、
　前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの画像から他の画像ファイルの画
像に切り替える個別送り操作と、前記表示手段の表示を、表示されている画像ファイルの
画像から他の画像ファイルの画像に連続的に切り替える連続送り操作のうち、何れかが行
われたか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定工程で前記個別送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、以前に再生を中断した位置を示すレジューム情報のある動
画像ファイルである場合に、該動画像ファイル内の、前記レジューム情報によって特定さ
れる画像を前記表示手段に表示し、
　前記判定手段で前記連続送り操作が行われたと判定されたとき、前記表示手段に表示さ
れる前記他の画像ファイルが、前記レジューム情報のある動画像ファイルである場合にも
、該動画像ファイルの、前記レジューム情報に基づかずに特定される画像を前記表示手段
に表示するように制御する表示制御ステップと、
　を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、所望の動画像ファイルを簡単に検索でき、また、再生することが可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に係る画像再生装置を説明する。図１は、本発
明の実施形態が実施可能なデジタルビデオカメラの構成例を示す図である。しかしながら
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本発明は、動画像ファイルの記録再生可能なデジタルスチルカメラや、その他ＰＣ、ＤＶ
Ｄプレーヤ等の動画像ファイルを再生可能な画像再生装置に適用可能である。
【０００９】
　図１において、１００は動画像ファイルに含まれる動画像データの記録及び再生が可能
なデジタルビデオカメラ（以下ＤＶＣ）である。
【００１０】
　１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を備えるシャッタ、１４は光学像を電気信号に変換
する撮像素子、１６は撮像素子１４のアナログ信号出力をディジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換回路である。撮像素子１４は、ＣＭＯＳセンサ、ＣＣＤセンサ等の固体撮像素子が
使用される。
【００１１】
　１８は、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換回路１６、Ｄ／Ａ変換回路２６等にクロック信号や
制御信号を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回
路５０により制御される。
【００１２】
　２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換回路１６からの画像データ或いはメモリ制御回
路２２からの画像データに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。原画像データ
から画像処理パラメータ変換画像データの処理もここで行われる。
【００１３】
　また、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行
う。そして得られた演算結果に基づいて、システム制御回路５０が露光制御回路４０、測
距制御回路４２等を制御して、ＴＴＬ（スルーザレンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス
）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等を実行する。
【００１４】
　さらに、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を
行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理
も実行する。
【００１５】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換回路１６、タイミング発生回路１８、画像処
理回路２０、画像表示メモリ回路２４、Ｄ／Ａ変換回路２６、メモリ回路３０、圧縮／伸
長回路３２を制御する。
【００１６】
　Ａ／Ｄ変換回路１６からの画像データが画像処理回路２０及びメモリ制御回路２２を介
して、或いはＡ／Ｄ変換回路１６からの画像データが直接メモリ制御回路２２を介して、
画像表示メモリ回路２４或いはメモリ回路３０に書き込まれる。
【００１７】
　２４は画像表示メモリ回路、２６はＤ／Ａ変換回路、２８はＴＦＴ型ＬＣＤ等から成る
画像表示部であり、画像表示メモリ回路２４に書き込まれた表示用の画像データは、Ｄ／
Ａ変換回路２６を介して画像表示部２８に供給されて表示される。
【００１８】
　画像表示部２８を用いて撮像した画像データを逐次表示すれば、電子ファインダ機能を
実現することが可能である。
【００１９】
　また、画像表示部２８は、システム制御回路５０により実行される表示制御プログラム
に従って画像データを表示し、さらにシステム制御回路５０の指示により任意に表示をＯ
Ｎ／ＯＦＦすることが可能である。このように、表示をＯＦＦにした場合には、ＤＶＣ１
００の電力消費を大幅に低減することが出来る。
【００２０】
　３０は撮影した静止画像データや動画像データを格納するためのメモリ回路であり、所
定枚数の静止画像データや所定時間の動画像データを格納するのに十分な記憶容量を備え
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ている。これにより、複数枚の静止画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場
合にも、大量の画像データ書き込みをメモリ回路３０に対して行うことが可能となる。ま
た、メモリ回路３０はシステム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能であ
る。
【００２１】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮／伸
長回路であり、メモリ回路３０に格納された画像データを読み込んで圧縮処理或いは伸長
処理を行い、処理を終えた画像データをメモリ回路３０に書き込む。
【００２２】
　４０は絞り機能を備えるシャッタ１２を制御する露光制御回路であり、フラッシュ４８
と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。４２は撮影レンズ１０の
フォーカシングを制御する測距制御回路、４４は撮影レンズ１０のズーミングを制御する
ズーム制御回路、４６はバリアである保護手段１０２の動作を制御するバリア制御回路で
ある。
【００２３】
　４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。露光
制御回路４０、測距制御回路４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した画像デ
ータを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回路５０が露
光制御回路４０及び測距制御回路４２に対して制御を行う。
【００２４】
　５０はＤＶＣ１００全体を制御するシステム制御回路、５２はシステム制御回路５０の
動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリ回路である。
【００２５】
　５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用
いて動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示部、スピーカー等を含むの表示部である
。表示部５４は、ＤＶＣ１００の操作部７０近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所
設置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。
【００２６】
　また、表示部５４は、その一部の機能が光学ファインダ１０４内に設置されている。表
示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット／連写
撮影表示、セルフタイマ表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能
枚数表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示等がある。さらに、フラッ
シュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池
残量表示、エラー表示等もある。またさらに、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２
００及び２１０の着脱状態表示、通信Ｉ／Ｆ動作表示、日付け／時刻表示や記録メニュー
等がある。
【００２７】
　また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダ１０４内に表示するものとしては
、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタスピード表示、絞り値表示
、露出補正表示、等がある。
【００２８】
　５６は電気的に消去／記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用い
られる。
【００２９】
　６０、６２、６４、６６、６８及び７０は、システム制御回路５０の各種の動作指示を
入力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によるポ
インティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００３０】
　次に、これらの操作手段の具体的な説明を行う。６０はモードダイアルスイッチで、電
源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、再生モード、マルチ画面再
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生／消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り替え設定することが出来る。
【００３１】
　６２はシャッタスイッチＳＷ１で、不図示のシャッタボタンの操作途中でＯＮとなり、
ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバラン
ス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を指示する。
【００３２】
　６４はシャッタスイッチＳＷ２で、不図示のシャッタボタンの操作完了でＯＮとなり、
撮像素子１４から読み出した画像信号をＡ／Ｄ変換回路１６、メモリ制御回路２２を介し
てメモリ回路３０に画像データを書き込む露光処理が開始される。そして、画像処理回路
２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた現像処理、メモリ回路３０から画像データを
読み出し、圧縮／伸長回路３２で圧縮を行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データ
を書き込む記録処理という一連の処理の動作開始を指示する。
【００３３】
　６６は画像表示のＯＮ／ＯＦＦスイッチで、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定する
ことが出来る。この機能により、光学ファインダ１０４を用いて撮影を行う際に、ＴＦＴ
型ＬＣＤ等から成る画像表示部への電流供給を遮断することにより、省電力を図ることが
可能となる。６８は角度検出センサであり、ＤＶＣ１００が水平状態にいるのか、縦に回
転されているのかを検出する。
【００３４】
　７０は、各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタ
ン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写/連写/
セルフタイマ切り替えボタン等を含む。さらに、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニ
ュー移動－（マイナス）ボタン、動画像ファイル送りボタン、撮影画質選択ボタン、露出
補正ボタン、日付/時間設定ボタン等も含む。
【００３５】
　８０は電源制御回路で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切
り替えるスイッチ回路等により構成されている。そして、電池の装着の有無、電池の種類
、電池残量の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００３６】
　８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池や
、ＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源
回路である。
【００３７】
　９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェース、９２
及び９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタである。ま
た９８は、コネクタ９２及び或いは９６に記録媒体２００或いは２１０が装着されている
か否かを検知する記録媒体着脱検知回路である。
【００３８】
　なお、本実施形態では記録媒体２００、２１０を取り付けるインターフェース及びコネ
クタを２系統持つものとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインターフ
ェース及びコネクタは、単数或いは複数、いずれの系統数を備える構成としても構わない
。また、異なる規格のインターフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても
構わない。
【００３９】
　インターフェース及びコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラ
ッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
【００４０】
　さらに、インターフェース９０及び９４、そしてコネクタ９２及び９６をＰＣＭＣＩＡ
カードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用
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いて構成することが出来る。その場合、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、Ｉ
ＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カード、等
の各種通信カードを接続する。これにより、他のコンピュータやプリンタ等の周辺機器と
の間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し合うことが出来る。
【００４１】
　１０２は、画像ＤＶＣ１００のレンズ１０を含む撮像部を覆う事により、撮像部の汚れ
や破損を防止するバリアである保護手段である。
【００４２】
　１０４は光学ファインダであり、画像表示部２８による電子ファインダ機能を使用する
こと無しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファ
インダ１０４内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フ
ラッシュ充電表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示などが設置されて
いる。
【００４３】
　１１０は通信回路で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳ
Ｉ、モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。１１２は通信回路１１０に
よりＤＶＣ１００を他の機器と接続するコネクタ或いは無線通信の場合はアンテナである
。
【００４４】
　２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２００は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、ＤＶＣ１００とのインターフェ
ース２０４、ＤＶＣ１００と接続を行うコネクタ２０６を備えている。２１０はメモリカ
ードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２１０は、半導体メモリや磁気ディ
スク等から構成される記録部２１２、ＤＶＣ１００とのインターフェース２１４、ＤＶＣ
１００と接続を行うコネクタ２１６を備えている。
【００４５】
　次に、図２乃至図５を参照し、図１に示した構成の画像再生装置としてのＤＶＣ１００
で実行される本願の実施形態の動作を説明する。まず、たとえば、記録媒体２１０に複数
の動画像ファイルが記録されているものとする。これらの動画像ファイルは、撮像素子１
４を使用して撮像したものであっても良いし、また、外部から持ち込まれて記録媒体２１
０に蓄積したものであっても良い。再生する場合には、システム制御回路５０により実行
される表示制御プログラムに従って画像表示部２８に表示されることになる。また、ＤＶ
Ｃ１００においては、動画像ファイルの再生を中断する場合、中断した時点の画像フレー
ムの位置が、たとえば、メモリ回路５２に記憶される。この位置は、レジューム位置と呼
ばれる。良く知られているように、ＤＶＣ１００においては、同じ動画像ファイルを再生
しようとするときに、記憶されている画像フレームの位置からその動画像ファイルを再生
する機能を有する。尚、この、所謂レジューム機能は、一般的に公知の技術である。
【００４６】
　図２は、システム制御回路５０により実行される表示制御プログラムに従って複数の動
画像ファイルを１つずつ再生させる再生方法の動作を説明するフローチャートである。
【００４７】
　図２のフローチャート図においては、操作部７０に備えられる「動画像ファイル送りボ
タン」が押されることで処理が開始される。まず、ステップＳ２０１で、動画像ファイル
が連続で送られている状態の動画像ファイル連続送りモードか、又は、動画像ファイルが
一つずつ送られる動画像ファイル個別送りモードかを判定する。そして、動画像ファイル
連続送りモードであった場合にはステップＳ２０２に進み、その動画像ファイルの代表画
像データを再生し、画像表示部２８に表示する。
【００４８】
　動画像ファイル連続送りモードとは、たとえば、次の動画像ファイルが表示されていて
も「動画像ファイル送りボタン」が継続して押下されることで設定される。また、その後



(9) JP 4717762 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

ステップＳ２０３で「動画像ファイル送りボタン」が押下されているかどうかを検知し、
「動画像ファイル送りボタン」が押下されていることを検知したら、まだ動画像ファイル
連続送りモードであると判断する。そして、ステップＳ２０２に戻り、次の動画像ファイ
ルの代表画像データを再生し、画像表示部２８に表示する。
【００４９】
　一方、ステップＳ２０３で、「動画像ファイル送りボタン」が押下されてないと検知さ
れたら、動画像ファイル連続送りモードが解除されたものと判断する。そして、ステップ
Ｓ２０４では、前段のステップＳ２０２で代表画像データが表示されている動画像ファイ
ルのレジューム位置の動画像データ（フレーム）を再生し、画像表示部２８に表示する。
【００５０】
　その後ステップＳ２０８で、また「動画像ファイル送りボタン」が押下されているかど
うかを検知し、押されていると検知したらステップＳ２０１に戻り、さきに説明した処理
が繰り返される。しかし、押されていないと検知した場合には、ステップＳ２０９に進む
。
【００５１】
　また、先のステップＳ２０１で、動画像ファイル連続送りモードだと判断されなかった
場合は、ステップＳ２０５に進み、現在の画像ファイルが動画像ファイルかどうかを判断
する。このとき動画像ファイルであったら、ステップＳ２０６に進み、その動画像ファイ
ルのレジューム位置のフレームの動画像データを静止画として再生し、画像表示部２８に
表示する。しかし、ステップＳ２０５において、静止画像データと判断されたら、該当す
る静止画像データを再生し、画像表示部２８に表示する。
【００５２】
　その後ステップＳ２０８に進み、「動画像ファイル送りボタン」が押されているかどう
かを検知する。もしここで「動画像ファイル送りボタン」の押下を検知したらステップＳ
２０１に戻り、先に説明した処理が繰り返される。しかし、ステップＳ２０８で、「動画
像ファイル送りボタン」の押下を検知しなかったら、ステップＳ２０９に進む。このとき
、再生している画像データが動画像ファイルである場合は、ステップＳ２０６で設定され
た動画像ファイルのレジューム位置の動画像フレームの再生状態となっている。
【００５３】
　そして、ステップＳ２０９で、動画像ファイルの再生指示がされた場合は、動画像ファ
イルのレジューム位置の画像フレームからの動画像ファイルの再生を行い、画像表示部２
８に表示する。この動画像ファイルの再生指示も、操作部７０に設けた再生ボタンで入力
される。しかしながら、動画像データの再生指示がされなかった場合は、ステップＳ２０
８の処理に戻り、先に説明した処理を繰り返す。
【００５４】
　図３は、動画像ファイルの構成を示す。動画像ファイルは、代表画像情報と動画像ファ
イル本体から構成されている。代表画像情報は、代表画像であるサムネイル画像（先頭フ
レーム画像）データ３０１、動画像データの縦横ピクセルやフレームレート情報などを含
む動画像情報３０２及びレジューム情報３０３が格納されている。また、動画像ファイル
本体には、動画像データ３０４そのものが格納される。
【００５５】
　図４は、システム制御回路５０により実行される表示制御プログラムに従ってレジュー
ム情報を使用した再生の動作を説明するフローチャート図である。処理の開始後、まずス
テップＳ４０２で、動画像ファイルから、図３のレジューム情報３０３があるかどうかを
確認する。ここで、レジューム情報３０３が無い場合はステップＳ４０４に進み、代表画
像データであるサムネイル画像データ３０１を再生する。しかし、レジューム情報３０３
がある場合はステップＳ４０２に進み、動画像ファイルのレジューム情報３０３及び動画
像情報３０２を参照して動画像データ３０４の中からレジューム位置のフレーム画像デー
タを検索する。そして、ステップＳ４０３に進み、検索されたフレーム画像データを再生
し、画像表示部２８に表示する。
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【００５６】
　図５及び図６は、システム制御回路５０により実行される表示制御プログラムに従って
動作する、レジューム位置のフレーム画像データ及びサムネイル画像データ（代表画像デ
ータ）の画像表示部２８における表示の一例である。
【００５７】
　図５はレジューム位置のフレーム画像データの表示の例であり、レジューム位置のフレ
ーム画像データと共に、動画像ファイルにおけるレジューム位置を示すバー表示５０１が
されている。
【００５８】
　図６はサムネイル画像データ（代表画像データ）の例であり、代表画像データである先
頭フレームの画像データと共に、動画像データであることを示すアイコン６０１が表示さ
れている。
【００５９】
　上記した実施形態においては、動画像ファイル連続送りモードを停止した時にレジュー
ム位置のフレーム画像データの表示を行った。しかし、動画像ファイル連続送りモードの
停止時は、停止した時の動画像ファイルの代表画像データを表示することも出来る。そし
て、ユーザの指示がなされた時に、図７に示すような動画像再生パネル７０２をバー表示
７０１と共に表示し、同時にレジューム位置のフレーム画像データを再生することも可能
である。この動画像再生パネル６０２により、ユーザによる動画像ファイルの再生が指示
されたときは、レジューム位置のフレーム画像データからの動画像ファイルの再生となる
。
【００６０】
　また、１画面に複数の画像を表示させる、もう１つの実施形態例を図８に示す。すなわ
ち、画像表示部２８の１画面に複数の画像データを表示させる場合、動画像ファイルの場
合は代表画像データを表示させる。また、動画像ファイルと静止画像ファイルの両方の画
像ファイルを表示させる場合には、動画像ファイルには動画像ファイルであることを示す
帯８０１を表示画像の右に表示させる。また、動画像ファイルを再生させる時、レジュー
ム位置のフレーム画像データから再生させる画像には、個々の画像の左上にレジューム位
置のフレーム画像データから表示させることを示すアイコン８０２を表示させる。
【００６１】
　また、現在選択されている画像ファイルには、縁取り８０３を設けてユーザに認知させ
ることが出来る。たとえば、図８では、右上の表示画像が選択されている状態である。ま
た、この状態から１つの画像を選択すると、図７のような動画像再生パネル７０２とレジ
ューム位置のフレーム画像データが、バー表示７０１と共に表示される。
【００６２】
　以上、図２乃至図８を用いて本発明の実施形態の動作及び表示される表示画面の説明を
行った。実施形態において、レジューム位置の画像データ、代表画像データ、動画像デー
タと共に表示される、各種の表示は他の形態であってかまわない。また、ユーザの指示に
よるレジューム画像と代表画像及び動画像再生パネルの表示の切り替えタイミングなども
上記実施形態に限らず他のタイミングでもかまわない。
【００６３】
　動画像ファイルの連続送りの場合、レジューム情報を記録している動画像ファイルでも
先頭フレーム（代表画像）を表示することで、動画像ファイル送りの高速化を実現する。
【００６４】
　具体的には、ファイルの連続送りと判断した場合は、図３の代表画像情報中のレジュー
ム情報３０３を参照し、レジューム情報３０３が示す動画像データ中のフレームを検索し
て表示する処理をすることなく、サムネイル画像データ３０１の情報を順次再生する。そ
れにより、動画像ファイルファイル送りの高速化が可能となる。
【００６５】
　また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
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コードを記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給しても達成可能である。すな
わち、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に
格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、達成されることは言うま
でもない。この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態
の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成
することになる。
【００６６】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性の半導体メモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。また、コンピュー
タが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現さ
れる場合もある。
【００６７】
　しかし、さらにそのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働している
ＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理
によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００６８】
　さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれる場
合もあり得る。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機
能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によ
って前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像再生装置の構成ブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る画像再生装置の動作を説明するフローチャート図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態に係る動画像ファイルの構成を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る画像再生装置の、レジューム情報に関連した動作を説
明するフローチャート図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る画面表示の例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る画面表示の例を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る画面表示の例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る画面表示の例を示す図である。
【符号の説明】
【００７０】
２８：画像表示部 
５０：システム制御回路 
５２：メモリ 
７０：操作部
１００：ＤＶＣ
２００、２１０：記録媒体 



(12) JP 4717762 B2 2011.7.6

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(13) JP 4717762 B2 2011.7.6

【図７】 【図８】



(14) JP 4717762 B2 2011.7.6

10

フロントページの続き

    審査官  小田　浩

(56)参考文献  特開２００４－０５６４６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０１４０１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１５１４４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０３２３７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０５２０１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１３９８４６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／９３　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７６　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／９１　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

